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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、障害児も含めて体育・スポーツ指導ができる教員や指導者を学校教
育現場に輩出することである。大学教育においてパラスポーツ教育を学び、実践すること、それによって将来的
に社会の様々な分野にインクルーシブ社会への志向を持った学生が進出していくことは重要であると考えた。そ
のため、私たちは学生教育として学内のカリキュラムにおいて、サッカー、バスケットボール、バレーボールな
どの実技の授業の数コマに、パラスポーツを導入した。また、学内カリキュラム整備だけではく、学生がパラス
ポーツの現場に積極的に出ていけるような仕組みの整備もすすめた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to produce teachers with the capability to also
 guide children with disabilities. We are convinced that it is important for students to be able to 
advance into various fields with a mindset of working towards an inclusive society, which they 
develop by learning and practicing Parasports education in university education. For this reason, we
 are collaborating with faculty members to introduce parasports in practical classes teaching 
soccer; basketball; and volleyball and to include those in the school curriculum. In addition to 
developing the curriculum, we are also working on a system that will allow students to participate 
actively  in parasports activities. 

研究分野： 特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
保健体育科の教職課程を置く体育系大学は、特別支援教育に関する基礎知識をはじめ、インクルーシブ体育に関
する理念や、障害者スポーツに関する理論及び実践についての授業を位置付け、学生に学修させ、学校教育現場
や地域スポーツとの連携のもと実践的指導力を身につけさせ、卒業後に各種学校での保健体育科教員として障害
者スポーツ推進のための担い手となれるように教育を行っていくことが重要である。
日本の教育機関では、人々の多様性と多様性を考慮できる指導者、そのための大学カリキュラムが未成熟である
ことは否めない。しかしながらこうした取組を通して、共生社会の担い手となる人材を育むことは、高等教育機
関の重要な役割である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（１）我が国の障害者スポーツにおける課題 

現在、パラリンピック等で活躍する障害者アスリートの多くは学齢期に小学校、中学校、高等学

校及び中等教育学校といった、普通学校に在籍している（ヤマハ発動機スポーツ振興財団,2015）。

ところが、普通学校に在籍する障害児の場合、体育という教科において本来体験するはずの身体活

動を体験できず、充分な学習保障がされていない場合が多い（安井,2015）。その意味では、保健体

育科教員は、障害のある子とない子が同じ集団の中で行う体育（以下、インクルーシブ体育）を実

践していく必要がある（草野,2007）。また、「生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する基礎

を培うことを重視する」や、「卒業後に少なくとも一つの運動やスポーツを継続することができるよ

うにする」という学校体育の目的（文部科学省,2008）を達成することはもちろんのこと、保健体育

科教員は障害児にスポーツ参加のきっかけを与え、スポーツの資質・能力を見出し、アスリートと

して育てていくためのキーパーソンといえる。 

（２）障害者スポーツ振興に向けた、体育系大学の役割 

保健体育科の教職課程を置く体育系大学は、障害者アスリート選手発掘・育成・強化という課題

を解決していくうえでも極めて重要な役割を担っている。単に保健体育科教員免許状を授与するた

めに必要となる「教職に関する科目」や「教科に関する科目」を設置するだけでなく、教職課程の

中に特別支援教育に関する基礎知識をはじめ、インクルーシブ体育に関する理念や、障害者スポー

ツに関する理論及び実践についての授業を位置付け、学生に学修させ、学校教育現場や地域スポー

ツとの連携のもと実践的指導力を身につけさせ、卒業後に各種学校での保健体育科教員として障害

者スポーツ推進のための担い手となれるように教育を行っていくことが重要である。しかしながら、

体育系大学の保健体育科教職課程に位置付けた障害者スポーツ指導者養成についての検討はこれま

で行われていない。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、2020年東京パラリンピック競技大会及びその遺産（レガシー）を見据え、体育系大

学の保健体育科教職課程に位置付けた障害者スポーツ指導者養成プログラムの開発と検証を行う。

本研究を通して得られた知見をもとに、障害者スポーツの普及・競技力向上を担える専門的指導者

を育成していく。 

 

３．研究の方法 

 以下の方法により、本研究をすすめた。いずれの研究も、大学と学校教育現場（中学校、高等学

校、特別支援学校）教員との連携・協力のもと、ワークショップ等を通して意見交換を行い、障害

者スポーツ指導者養成プログラムの有効性について検証する。 

（１）学校現場におけるインクルーシブ体育及びパラリンピック競技種目の指導等に関する支援ニ

ーズの検証 

（２）実技科目等における障害者スポーツ種目の導入と学生の学びや意識の変化等の検証 

（３）大学を拠点とした公開講座、指導者講習会等の開催、リカレント教育およびインターンシッ

プを含めた指導者養成プログラムの有効性の検証  

 

 

 

 



４．研究成果 

ここでは、結果の一部を抜粋しみていくこととする。 

（１）障害者スポーツ指導者養成に向けた学内体制整備 

 障害害者スポーツ指導者

養成に向けて、学部・大学院

と一体となった障害者スポ

ーツ指導者養成を展開し

た。インクルーシブ教育（体

育）の実現を目指すために、

すべての学生が障害理解、

共生社会、インクルーシブ

社会、パラリンピックとい

った事柄を学べる科目と学

修内容の整備を図った（図

1）。また、各実技科目への障

害者スポーツ種目の導入も

視野に、モデル授業の実施

と効果検証を行った。さら

に、授業で身に付けた知識

を現場で応用すべく、学部・

大学院ともに実際のスポー

ツ現場に赴いて実習を行う

科目を設定し、学生に実践

的指導力を身に付けさせて

いった。こうしたカリキュ

ラムの整備をはじめ、障害

者スポーツを支援するネッ

トワークと組織づくりを行

い、障害者スポーツ指導者

養成に向けた学内の組織体

制の充実を図った（図2）。 

 

（２）パラスポーツ教育プログラムの実践と効果の検証 

本研究では、競技のみの体験会、あるいは上記の観点から「パラリンピック」「インクルーシブ

社会」についての講義を含めた体験会に参加した児童生徒へのアンケート調査から、パラスポーツ

教育プログラムの効果の検証を行った。2017年から2018年に行われたゴールボールやボッチャの

体験会に参加した小学生へのアンケート（フェイスシート：5項目、パラリンピックについての知

識：22項目3件法、障害者（スポーツ）観：11項目5件法、自由記述、N=324）を統計ソフト

SPSS ver.24にて分析を行った。また、自由記述欄については、テキストマイニングソフトKH 

coder3で分析し，使われている語や語句同士の関係性を検討した。 

①アンケート結果 

アンケート回答者は9歳から12歳までの小学生で男性が46.9％、女性が53.1％だった。事前に

 
図２ 障害者スポーツ指導者養成に向けた学内体制整備 
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図１ 障害理解のためのカリキュラム整備 



何らかのパラスポーツを体験したことがあったのは、53.5％で、パラスポーツの観戦経験があった

のは、64.9％に上った。 

体験種目や、性別、事前の経験の有無、事前の観戦の有無などで、障害者や障害者スポーツへの

捉え方について差があるかを対応のないt検定を行った。その結果、特にプログラムに変化を加え

た2017年（実技のみ）と2018年（講義＋実技）のゴールボールの体験会において「障害のある人

の中には特殊な能力を持った人がいる」「障害のある人を理解することは難しい」「障害のある人の

身体能力は障害のない人より劣っている」「障害のある人がスポーツを楽しむことは難しい」「障害

者スポーツは見るスポーツとしては面白くない」「障害のない人のスポーツとくらべて障害者スポ

ーツではそれほど技術は必要ない」の項目において5％水準で有意差が見られた。たとえば、「障

害のある人を理解することは難しい」では、実技のみと講義+実技の群で有意に前者の得点が高い

（障害がある人を理解することは難しいとは思わない）を選択していた（T(3.329)=179.592 

p<.05）。 

②自由記述欄 

小学生の感想文では、障害や目が見えないことについて「怖い」「大変」「不便」「辛い」「難し

い」などを記したものが、約46％を占めていた。障害については、あくまで個人の属性として障

害を「大変なもの」「怖いもの」としてのみ理解するのにとどまっていることが明らかとなった。 

アンケート結果や自由記述の分析からは、日本の小学生はパラリンピックや障害者スポーツへの

認識が低いということがわかった。しかしながら、参加者は体験会の経験において、体験した競技

やルールについての知識を得ており、子どもたちにこうした機会を提供していくことは意義がある

と言える。また、パラリンピック教育の視点に即して考えると、今後は競技のルールや知識だけで

はなく、競技を通してパラリンピック教育の構成要素を過不足なく学べるようにしていきたい。そ

のためには、実技の体験をもとに子どもたちが発展的に学べるようなプログラムの開発と継続した

取り組みが必要である。 

 

（３）研究のまとめと今後の展望 

本研究では、我が国の障害者スポーツ推進に向けた課題の一つである指導者養成に着目し、体育

系大学の教職課程に位置付けた障害者スポーツ指導者養成プログラムの開発について、実践と研究

を行った。上述のように学校教育現場では、2020年東京パラリンピックに向けてオリンピック・パ

ラリンピック教育が行われ、子どもたちが障害者スポーツを知る機会が増えた。人々の障害者スポ

ーツに対する関心を高めることは、我が国における障害者スポーツの振興という点でも重要である。

しかしながら、こうした「パラリンピックムーブメント」の目的は、インクルーシブ社会を推進す

ることである。単に障害者スポーツを学ぶだけではなく、障害の理解や共生社会への理解をいかに

深めていくかが最も大切である。今後は指導者養成プログラム自体の効果検証について、受講学生

等を対象としながら引き続き行っていく。また、パラスポーツ教育については、学校教育現場のみ

ならず地域社会への積極的な展開をすすめ、共生社会の実現に向けた取り組みを行っていきたい。 
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